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▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
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鳴門教育大学で２月７日、
キャンパス内に設置さ
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チーム（５人から20人）で交代しながら37周し、
フルマラソンと同じ距離を走る「鳴門リレーマ
ラソン」が開催されました。当日は小学生から
高齢者まで、 61チーム約600人が参加。良いタ
イムを出そうと力走するチームや仮装して走
るチーム、親子で仲良く走るチームなど、皆そ
れぞれに楽しみながらキャンパス内を駆け抜

けていました。最終
周ではチーム全員で
手をつないでゴール
するなど、42.195㌔
を走りきった感動を
みんなで分かち合っ
ていました。
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市民のうごき

　　世帯数  26,513世帯（+21）

　　人　口  60,086人（-24）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  10人　　女  10人
■ 死  亡　男  42人　　女  32人
■ 転  入　男  80人　　女  98人
■ 転  出　男  75人　　女  73人
※１月31日現在
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市民と市政をつなぐ情報誌

Naruto
広報なると

平成₂₃年３月₁₁日、東北地方で東日本大震災が発生。
マグニチュード9.0、最大震度７で、日本周辺におけ

る観測史上最大の地震でした。徳島県沿岸部にも大津波
警報が発令され、災害の怖さを目の当たりにした日となり
ました。
　あの日から５年。当時、幸いにも鳴門市は大きな被害を
受けませんでしたが、もしあの大津波が「鳴門市を直撃し
ていたら」どうなっていたでしょうか。今後₃₀年以内に₇₀
パーセントの確率で発生するといわれている南海トラフ巨
大地震に備えるためにも、東日本大震災が「忘災」とならな
いよう、「防災」につなげていかなければなりません。
　そこで、震災直後から被災地の教育環境調査などのボ
ランティア活動を続ける鳴門教育大学准教授（教育工学）
藤村裕一さん（₅₇）＝小桑島＝と、３年前から被災者の声を
聞くなどボランティア活動に汗を流す同大学院現代教育課
題総合コース３年・鍋島慶昭さん（₂₆）＝高島＝に被災地で
の体験談をお聞きしました。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

防
災
特
集
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宮
城
県
南
三

陸
町
で
は
震
災
を

風
化
さ
せ
な
い
た

め
に「
語
り
部
バ

ス
」が
運
行
さ
れ
、

現
地
の
声
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
鍋
島
さ
ん
は

「
大
震
災
か
ら
５
年
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
仮
設
住
宅
が
減
っ
た
り
、

被
災
者
の
心
の
中
に『
忘
れ
ら
れ
て
い
る
』『
取

り
残
さ
れ
て
い
る
』と
い
っ
た
疎
外
感
が
強
い

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
被
災
し
た
方
た
ち
への

支
援
を
通
し
て
、
被
災
地

以
外
の
人
々
と
の
人
間
関
係

の
密
度
を
濃
く
し
て
い
く
努

力
が
必
要
と
痛
感
し
ま
す
」

と
言
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
被
災
地
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
欠
き
ま
せ

ん
。
鳴
門
金
時
の
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
を
売
っ
て
い
る
徳
島

の
方
と
遭
遇
し
た
こ
と
。
津

波
で
水
産
加
工
場
が
破
壊

さ
れ
仕
事
を
失
っ
た
人
た
ち

の
た
め
に
、
生
き
残
っ
た
養

殖
カ
キ
で
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
、カ
キ
を
焼
い
て
提
供
す
る「
カ
キ
小
屋
」

建
設
を
支
援
し
、
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
木

炭
や
七
輪
を
運
ん
だ
こ
と
。
泥
の
中
か
ら
見

つ
け
た
母
子
手
帳
を
洗
っ
て
市
役
所
に
届
け

た
と
こ
ろ
、
後
に
母
子
が
生
き
て
い
た
こ
と
が

判
明
。「
何
も
か
も
失
っ
た
中
で
、
感
謝
し
て

い
る
」と
の
報
が
あ
り
、
感
激
に
浸
っ
た
こ
と
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も
た
ち
に
進
学
塾
を
開

い
て
い
た
院
生
が
、
そ
の
ま
ま
岩
手
県
内
の

教
員
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
数
え
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
た
ち
が
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
作
成
し

た
防
災
教
育
の
教
材
は
、
鳴
門
市
内
の
小
学

校
の
授
業
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
―  

平
時
こ
そ
備
え
大
切  

―
―

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
・

負
傷
者
は
約
２
万
８
千
人（
消
防
庁
発
表
）。

い
ま
だ
仮
設
住
宅
暮
ら
し
や
、
県
外
か
ら
地

元
に
帰
れ
な
い
人
た
ち
が
約
17
万
８
千
人（
復

興
庁
発
表
）も
い
ま
す
。
で

は
、
私
た
ち
は
将
来
発
生

す
る
と
み
ら
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
、
ど
の

よ
う
な
備
え
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　

藤
村
さ
ん
は「
想
定
に

と
ら
わ
れ
な
い
。
人
ご
と

だ
と
思
う
こ
と
が
非
常
に

危
な
い
。
平
時
だ
か
ら
こ

そ
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
自
分

の
命
や
安
全
は
自
分
で
守

る『
自
助
』、
そ
し
て
地
域

で
互
い
に
助
け
合
う『
共
助
』を
考
え
て
お
く
。

例
え
ば
避
難
所
で
ど
う
生
活
す
る
か
、
何
に

配
慮
す
べ
き
か
、
災
害
が
起
き
る
前
に
知
って

お
く
べ
き
で
す
。『
我
先
に
』と
な
ら
な
い
助
け

合
う
文
化
。
他
者
を
思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く

み
た
い
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

東
北
の
春
は
寒
く
、
冷
た
い
風
が
吹
き
荒

れ
る
そ
う
で
す
。
今
月
、
藤
村
さ
ん
ら
は
再

度
宮
城
の
被
災
地
に
向
か
い
ま
す
。

で
も
、が
れ
き
処
理
や
泥
出
し
を
し
て
い
る
際
、

「
ご
遺
体
に
出
く
わ
す
の
で
す
。
対
処
法
を

説
明
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
中
に
は
、
衝

撃
を
受
け
て
固
ま
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま
し
て

ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

鍋
島
さ
ん
が
初
め
て
現
場
に
足
を
踏
み
入

れ
た
の
は
３
年
前
の
平
成
25
年
３
月
。
同
じ

く
石
巻
市
で
し
た
。「
私
た
ち
は
復
旧
に
少
し

で
も
お
役
に
立
と
う
と
、
あ
え
て
高
級
ホ
テ
ル

に
宿
泊
す
る
な
ど
、
お
金
を
使
う
よ
う
に
し

ま
し
た
」。
既
に
道
路
の
が
れ
き
は
除
か
れ
て

お
り
、
も
っ
ぱ
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の

足
と
し
て
乗
用
車
の
運
転
が
仕
事
だ
っ
た
そ
う

で
す
。「
妙
見
山
く
ら
い
の
高
さ
の
山
に
上
る

の
で
す
が
、
津
波
が
押
し
寄
せ
た
水
位
を
示

す
標
識
が
か
な
り
上
の
方
ま
で
続
い
て
い
て
、

背
筋
が
寒
く
な
り
ま
し
た
。
見
る
と
聞
く
と

で
は
大
違
い
で
し
た
」。
津
波
の
痕
跡
の
実
感

を
語
り
ま
す
。

―
―  

被
災
者
に
は
疎
外
感  

―
―

　

被
災
地
で
は
、
避
難
中
に
遺
体
を
見
る
な

ど
し
て
、急
に
泣
き
出
し
た
り
、攻
撃
的
に
な
っ

た
り
す
る「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
）の
子
ど
も
た
ち
」が
多
く
見
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
藤
村
さ
ん
は
、
徳
島
県
臨
床
心

理
士
会
の
人
た
ち
に
協
力
を
仰
ぎ
、
そ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
藤
村
さ
ん
は
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
各
県

で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
域
に
友
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
被
災
状

況
調
査
や
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
防

災
教
育
教
材
作
成
も
あ
って
、一も
二
も
無
く

「
手
助
け
を
し
た
い
」と
宮
城
県
の
仙
台
市

や
石
巻
市
に
駆
け
つ
け
た
そ
う
で
す
。

―
―  

惨
状
に
立
ち
尽
く
す  

―
―

　

震
災
直
後
の
石
巻
市
で
は
、
線
路
が「
あ

め
細
工
」の
よ
う
に
曲
が
って
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
車
が
地
面
に
突
き
刺
さ
って
い
た
り
、
乗
用

車
や
ト
ラ
ッ
ク
が
折
り
重
な
って
山
と
な
って
い

た
り
。
テ
レ
ビ
画
面
で
は
到
底
理
解
で
き
な

い
、
そ
ん
な
風
景
に
が
く
然
と
し
、
立
ち
尽

く
し
た
そ
う
で
す
。「
が
れ
き
の
仕
分
け
や
泥

出
し
、
避
難
所
運
営
、
安
否
確
認
や
行
方
不

明
者
の
捜
索
な
ど
の
作
業
に
取
り
組
ん
だ
」と

藤
村
さ
ん
は
当
時
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
中

インタ
ビュー

助
け
合
う
文
化
を
育
て
よ
う

鳴
教
大
准
教
授
・
藤
村
裕
一
さ
ん
、
同
大
院
生
・
鍋
島
慶
昭
さ
ん
に
聞
く

被災地での経験を語る藤村さん（右）
と鍋島さん＝鳴教大

仕事の創出を支援。「カキ小屋」建設のために、大
量の木炭や七輪を運んだ＝石巻市



4平成28年３月号

友好
都市

福島県会津若松市

風評被害に立ち向かう

板
東
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
長
・
松
江
豊
寿
氏

の
故
郷
、
福
島
県
会
津
若
松
市
。

鳴
門
市
は
平
成
11
年
1₀
月
に
同
市
と
親

善
交
流
書
を
締
結
し
、
文
化
や
産
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
進
め
、

友
好
親
善
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

会
津
若
松
市
は
福
島
県
の
内
陸
部
分

に
位
置
す
る
こ
と
も
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
で
直
接
的
な
被
害
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
風
評
被

害
で
、
観
光
や
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
市
も「
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
」や「
な

る
と
金
時
」な
ど
、
観
光
・
農
業
が
盛

ん
で
す
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う
に
風
評
被
害

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

会
津
若
松
市
で
は
、
震
災
か
ら
５
年

が
経
つ
今
で
も
風
評
被
害
が
続
い
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
風
評
被
害
の
現
状
や
、

そ
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
か

を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

深
刻
な
風
評
被
害

　

震
災
前
に
は
３
０
０
万
人
を
超
え
る

観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
会
津
若
松
市
。

し
か
し
、
震
災
直
後
の
平
成
2₃
年
は
約

２
３
５
万
人
と
大
き
く
減
少
。
大
河
ド

ラ
マ
の
影
響
な
ど
に
よ
り
一
時
は
増
加

し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
震
災
前
の
水

準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

農
業
で
は「
福
島
県
産
」と
あ
る
だ
け

で
価
格
が
下
落
し
販
売
量
も
減
少
。
ま

た
、
放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策（
田

畑
へ
の
カ
リ
ウ
ム

散
布
）が
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
新
た

な
労
力
や
精
神
的

苦
痛
が
生
じ
、
生

産
者
の
負
担
は
多

大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
特

に
農
業
体
験
の
受

け
入
れ
は
、
震
災

前
の
平
成
22
年
に

は
７
３
５
件
あ
っ
た
も
の
が
、
震
災
後

の
27
年
は
１
１
０
件
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
販
売
量
や
価
格
は
回
復
し
て

い
る
も
の
の
、
新
た
な
農
業
従
事
者
の

確
保
へ
の
影
響
や「
福
島
県
産
」を
買
い

控
え
る
消
費
者
の
傾
向
が
依
然
と
し
て

残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

 
安
全
・
安
心
を
発
信

　

観
光
・
農
業
は
風
評
被
害
の
影
響
が

大
き
い
産
業
で
す
。
会
津
若
松
市
は
、

風
評
被
害
払ふ

っ
し
ょ
く拭
に
は
放
射
線
量
を
は
じ

め
と
し
た
正
し
い
情
報
提
供
を
行
い
、

「
安
全
・
安
心
」を
伝
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

観
光
で
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
広
報
や
周
知
、
物
産
展
の
開
催
に
力

を
入
れ
た
ほ
か
、
旅
行
代
理
店
を
積
極

的
に
訪
問
し
誘
客
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
で
は
福
島
県
と
連
携
し
、
野
菜・

果
物
・
山
菜
・
食
肉
な
ど
全
て
の
農
産

物
の
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

と
米
の
全
量
全
袋
検
査
を
実
施
。
検
査

結
果
は
生
産
者
や
流
通
業
者
、
消
費
者

が
安
心
し
て
製

造
・
販
売
・
購
入

が
で
き
る
よ
う
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
表
す
る
ほ

か
、
チ
ラ
シ
や
新

聞
の
折
り
込
み
を

利
用
し
て
安
全
性

を
発
信
し
ま
し

た
。
首
都
圏
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

や
年
間
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど

で
、
農
産
物
の
販
売
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

 

信
頼
の
絆
を
再
構
築

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
、
信
頼

関
係
の
構
築
を
図
っ
た
結
果
、
会
津
若

松
市
の
観
光
・
農
業
は
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
回
復
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
放
射
性
物
質
の
検
査
体
制

と
情
報
提
供
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
信
頼
の
絆

を
さ
ら
に
強
く
し
、
観
光
・
農
業
施
策

を
継
続
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

鳴
門
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
風
評
被
害

に
立
ち
向
か
う
友
好
都
市
・
会
津
若
松

市
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

松江豊寿氏の縁に
より、平成₁₁年

に親善交流都市を締結
して以来、鳴門市民の

皆さんにおかれましては、さまざまな場
面でご支援を賜っておりますことに、会
津若松市民を代表して心より感謝申し上

げます。とりわけ、東日本大震災発生の折には、心強いご支援
を賜りましたこと、重ねて御礼を申し上げます。
　さて、震災から５年が経過しようとしております。本市では
直接的な被害はほとんどありませんでしたが、原発事故の風評
被害により、観光客の減少、さらに農作物出荷量の低下など、
基幹産業である観光・農業をはじめとして多くの地域産業が被
害を受けました。
　私たちはこれまで、これらの風評被害を払拭し、地域活力の
活性化を図るため、全国的な企業を含む多くの皆様のご支援を
いただきながら取り組んでまいりました。今後とも、さまざま
な機会を捉えて安全・安心をＰＲしてまいりたいと考えており
ますので、どうかご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、鳴門市のご発展と鳴門市民の皆さんのご活躍を心か
らご祈念申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。

会津若松市長
室井 照平 氏

福島県内陸部にある本市
の友好都市。アスパラガ
スやトマト、米、会津地鶏、
会津漆器、会津木綿など
が特産物。

会津若松市

特産物のアスパラガス。放射性物質が
検出されていないことを示すチラシで
安全・安心を提供している

会津若松市長からのメッセージ

鳴門市民の
支援に感謝
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避難
受入

原子力災害発生時の広域避難

京都府舞鶴市の避難者を受け入れます
 

広
域
避
難
の
調
整
経
緯

　

福
井
県
嶺れ

い
な
ん南
地
域
に
立
地
す
る
15
の

原
子
力
施
設
の
緊
急
時
防
護
措
置
準
備

区
域（
原
子
力
災
害
の
防
災
対
策
を
重
点

的
に
実
施
す
る
区
域
で
、
お
お
む
ね
30

㌔
圏
）は
、
福
井
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府

に
ま
た
が
り
、
区
域
内
に
は
約
52
万
人

が
居
住
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
府
県
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
規
模
の
原
子
力
災

害
を
想
定
し
、
地
域
住
民

が
円
滑
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
府
県
内
の
避
難
先
に

加
え
て
府
県
外
の
避
難
先
も
確
保
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
府

県
外
へ
の
避
難（
広
域
避
難
）に
つ
い
て

は
、
３
府
県
か
ら
関
西
広
域
連
合
に
対

し
て
要
請
が
あ
り
、
３
府
県
の
約
25
万

人
の
避
難
者
を
同
連
合
で
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

徳
島
県
で
は
、
京
都
府
舞
鶴
市
の
避

難
者
約
１
万
７
千
人
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
り
、
避
難
に
要
す
る
時
間
と

距
離
が
可
能
な
限
り
短
く
な
る
よ
う

に
と
、
県
北
部
の
鳴
門
市
、
松
茂
町
、

北
島
町
が
受
け
入
れ
先
と
な
り
ま
し

た
。
内
訳
は
鳴
門
市
約
８
６
０
０
人
、

松
茂
町
約
３
９
０
０
人
、
北
島
町
約

４
５
０
０
人
で
す
。

　

な
お
、
受
け
入
れ
る
避
難
者
は
、
京

都
府
の
実
施
す
る
放
射
性
物
質
の
汚
染

検
査
お
よ
び
除
染
の
結
果
、
基
準
値
以

上
の
汚
染
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た

方
と
な
り
ま
す
。

　

 

避
難
所
の
選
定

　

市
で
は
、
広
域
避
難
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
関
西
広
域
連
合
が
定
め
た

「
原
子
力
災
害
に
係
る
広
域
避
難
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」や
徳
島
県
が
定
め
た「
原
子

力
災
害
に
係
る
広
域
避
難
の
受
入
調
整

方
針（
左
記
に
抜
粋
）」に
基
づ
き
、
平

成
27
年
３
月
に
、
広
域
避
難
の
受
け
入

れ
施
設
と
し
て
市
内
に
あ
る
１
４
２
の

避
難
所
の
中
か
ら
、
下
表「
選
定
避
難

所
一
覧
」の
と
お
り
選
定
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
施
設
選
定
の

基
本
的
な
ル
ー
ル

◦
避
難
所
は
、
地
域
防
災
計
画
な
ど
に

規
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
を
基
本
と

す
る
。

◦
避
難
所
の
避
難
者
１
人
当
た
り
の
所

要
面
積
は
、
お
お
む
ね
３・
３
平
方

㍍
と
す
る
。

◦
避
難
先
は
、
避
難
元
の
住
民
が
小
学

校
区
単
位
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単

位
で
避
難
で
き
る
よ
う
、

収
容
可
能
人
数
が
１
５
０

人
以
上
の
施
設
を
基
本
と

す
る
。受

け
入
れ
時
の
留
意
事
項

①
受
け
入
れ
先
の
地
域
の
状
況

　

受
け
入
れ
先
の
市
町
村
内
に
被
害
が

な
い
場
合
に
受
け
入
れ
を
行
う
。
避
難

所
と
な
る
施
設
は
正
常
に
機
能
し
、
地

域
住
民
の
避
難
は
発
生
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
実
際
に
避
難
し
て
く
る
際
に
は
、

受
け
入
れ
施
設
に「
受
け
入
れ
の
可
否
」

を
確
認
す
る
。

②
避
難
期
間

　

災
害
救
助
法
の
原
則
は
７
日
以
内
と

な
っ
て
い
る
が
、
原
子
力
災
害
の
特
殊

性
か
ら
長
期
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
目

安
と
し
て
最
長
２
カ
月

ま
で
の
受
け
入
れ
を
前

提
と
す
る
。

③
避
難
所
運
営

　

鳴
門
市
が
当
初
３
日
間
を
目
安
に
運

営
を
行
い
、以
後
、避
難
元
市（
舞
鶴
市
）

に
移
行
し
、
最
終
は
避
難
者
に
よ
る
自

主
運
営
へ
と
順
次
切
り
替
え
て
い
く
。

広域避難時の選定避難所

明神地区自主防災会が
防災資機材を整備

撫養町…アミノバリューホール、勤労者体育セン
ター、黒崎小学校（体育館）、桑島小学校（体育
館）、市民会館、ソイジョイ武道館、第一中学校

（体育館）、第二中学校（体育館）、鳴門渦潮高
等学校（撫養キャンパス）、鳴門高等学校（体育
館）、市剣道場、市立図書館、林崎小学校（体
育館）、撫養小学校（体育館）、老人福祉センター

里浦町…里浦小学校（体育館）

鳴門町…鳴門教育大学（体育館）、鳴門中学校（体
育館）、鳴門西小学校（体育館）

瀬戸町…明神小学校（体育館）、島田小学校（体育
館）、瀬戸小学校（体育館）、瀬戸中学校（体育館）

大津町…大津西小学校（体育館）、第一小学校（体
育館）、鳴門渦潮高等学校（大津キャンパス）

北灘町…北灘西小学校（体育館）、北灘東小学校
（体育館）、旧北灘中学校（体育館）

大麻町…大麻中学校（体育館）、板東小学校（体育
館）、板東南ふれあいセンター

　明神地区自主防災会が、宝くじの収益金を活用した（一
財）自治総合センターのコミュニティ助成事業を受け、発
電機、ゴムボート、防災倉庫などの自主防災活動に必要
な防災資機材の整備を行いました。今後、整備した防災
資機材を使った防災訓練の実施な
ど、より一層の自主防災活動の充
実と地域コミュニティ活動の活性化
が期待されます。

この記事に関するお問い合わせは市役所危機管理課（☎088・684・1711）まで。防 災 特 集

防災
トピックス

方針抜粋 方針抜粋

約8，600人、最長２カ月
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　市では、自治基本条例の理念に基づき、市民の皆さ
んの自発的なまちづくり活動を応援する公募提案型補
助金「WeLoveなるとまちづくり活動応援補助金」を設

けています。平成₂₈年度は新たに地域課題の解決に向
けた行政提案型事業部門を創設しました。そこで、皆
さんからの事業企画を次のとおり募集します。

まちづくり活動応援補助金 

　市内に在住、在勤、在学する方を５人以上含む団
体で、市内に事業所があり、市内で主たる活動を行
う団体。
※市から他の補助金の交付を受けている団体は、応
　募部門①（市民提案型事業）の応募ができません。

対象団体

〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
☎088・684・1189／FAX  088・684・1336
Ｅメール：shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

問い合わせ、関係書類の配布・提出先
　　　市役所市民協働推進課

※詳しい内容は各募集要項をご覧ください。募集要項や
応募書類などは同課や市役所本庁１階案内で配布する
ほか、市公式ウェブサイトからダウンロードできます。

※この募集は、平成28年度に速やかに事業を開始できる
よう、事前に手続きを行うものです。関連予算の成立
が前提であり、内容などを変更する場合があります。

　事業決定に当たり、幅広い意見を参考にするため、
事業選考検討会の選考委員を募集します。検討会に
出席し、応募団体からの事業説明を聞いた上で、意
見をいただきます。

【募集人数】 ２人程度（任期：平成29年３月31日まで）
【応募資格】 ３月１日現在で、市内に在住、在勤、在

学する18歳以上の方で、まちづくり活動に関心を
持ち、積極的に意見や提言をいただける方

【選考方法】 申込書（志望動機）と作文の内容で選考
【応募方法】 ３月28日（月）までに、所定の申込書に必

要事項を記入の上、作文（400字程度、テーマ「市
民が主役のまちづくり活動について」）を添えて、
市役所市民協働推進課へ。

事業選考検討会の選考委員を募集

事業選考検討会で事業説明を

　書類審査を通過した団体は事業選考検討会に参加
し、公開の事業説明を行っていただきます。
※詳細は個別にご案内します。

【日　時】 ５月14日（土） ※時間未定
【場　所】 市共済会館３階　大会議室

事業募集説明会を開催

　当事業について詳しく説明します。
事業を検討中の方、本制度に興味をお
持ちの方はご参加ください。

【日　時】 ３月３日（木）　午後７時～
【場　所】 市共済会館３階　大会議室

ボートレース鳴門プレゼンツ

～「行政提案型事業部門」を新設～

新設

　今回から「②行政提案型事業部門」を新設しまし
た。これは、市から解決したい地域課題を提示し、
市民活動団体が持つ強みやノウハウを生かしなが
ら、行政と市民が協働で事業を実施するものです。

平成₂₈年度の設定テーマ
● 地域デビューを支援しよう！
● 魅力ある「なると第九」を発信しよう！
● 教えて！いきいきシニア先生

① 市民提案型事業（団体が自由にテーマ設定）
　 補助額：対象経費の４分の３または30万円の
　　　　　 いずれか低い金額内

② 行政提案型事業（市がテーマ設定）
　 補助額：対象経費の全額（50万円以内）

応募部門

　団体自らが企画･提案して市内で実施する、地域
課題などの解決につながるもので、平成29年３月31
日までに完了する事業。

対象事業

　３月28日（月）までに、持参または郵送で、市役所
市民協働推進課へ応募書類を提出してください。書
類審査や事業選考検討会を経て、採択事業を決定し
ます。

応募方法など

事業企画を
募集
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車両区分
年税額

平成2₇年度
まで

平成₂₈年度
から

原付

50cc以下 1,200円 2,000円
50cc超～90cc以下 1,400円 2,000円
90cc超～125cc以下 1,900円 2,400円
ミニカー 3,000円 3,700円

小型
特殊

農耕作業用 1,900円 2,400円
その他 5,600円 5,900円

軽二輪（125cc超～250cc以下） 2,800円 3,600円
小型二輪（250cc超） 4,800円 6,000円

車両区分
（軽自動車）

年税額
平成2₇年
３月31日
までの
登録車

平成₂₇年
４月１日
からの
登録車

重課税率
（平成₂₈年

度から）

三輪（660cc以下） 3,700円 3,900円 4,600円

四輪
以上

（660cc
以下）

貨物
自家用 4,800円 5,000円 6,000円
営業用 3,600円 3,800円 4,500円

乗用
自家用 8,600円 10,800円 12,900円
営業用 6,600円 6,900円 8,200円

車両区分
（軽自動車）

年税額
電気自動車、

天然ガス
自動車

ガソリン車、ハイブリッド車
平成₂₇年度燃費基準

＋₃₅％達成車
平成₂₇年度燃費基準

＋₁₅％達成車
三輪（660cc以下） 1,000円 2,000円 3,000円

四輪
以上

（660cc
以下）

貨物
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

平成₃₂年度燃費基準
＋₂₀％達成車

平成₃₂年度燃費基準
達成車

乗用
自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

　税制の見直しに伴い、軽自動車税の年税額が、平成28年度から下表のとおり
変わります。また、グリーン化を推進するため、環境負荷の大きい車両は重課
税率が、小さい車両にはグリーン化特例（軽課：下記参照）が適用されます。

　2016シーズン明治安田生命Ｊ２リーグが２月28
日（日）に開幕しました。初戦をジェフユナイテッド
千葉と敵地で戦った徳島ヴォルティスは、３月６日

（日）のロアッソ熊本戦がホーム開幕戦となります。
11月まで続く長いシーズン。Ｊ１昇格を後押しする
ために、スタジアムで熱い声援を送りましょう。

　平成27年4月1日から28年3月
31日までに最初の新規検査（新
車登録）を受けた軽四輪車など
は、その燃費性能に応じたグ
リーン化特例が適用され、平
成28年度分に限り軽自動車税
が軽減されます。
※各自動車の該当要件などは、

市公式ウェブサイトに掲載
しています。

▼  グリーン化特例（軽課）

登録日は車検証の「初度
検査年月」で判断します。

※重課税率は、最初の新規検査から13年経過した軽自動車が対象

※７月以降の日程は、広報７月号でお知らせします

　 開催日時 対戦チーム
３月６日（日） 16：00～ ロアッソ熊本
３月13日（日） 13：00～ モンテディオ山形
４月３日（日） 14：00～ ＦＣ岐阜
４月1₇日（日） 13：00～ レノファ山口ＦＣ
５月３日（火・祝） 13：00～ 水戸ホーリーホック
５月７日（土） 13：00～ 横浜ＦＣ
５月22日（日） 13：00～ ザスパクサツ群馬
５月28日（土） 13：00～ ギラヴァンツ北九州  
６月８日（水） 19：00～ ファジアーノ岡山
６月26日（日） 18：00～ ツエーゲン金沢

軽自動車税が変わります

徳島ヴォルティス2016シーズン開幕

問 市役所税務課市民税担当 ☎088・684・1129

問 市役所ヴォルティス支援室 ☎088・684・1453

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程

場
所
：
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

Ⓒ2009 T.V. co.,LTD.

市からのお知らせ
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16
講
座
あ
る「
市
民
文
化
講

座
」の
、
春
か
ら
の
新
規

受
講
生
を
募
集
。
習
い
ご
と
で

文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
講
座
の
種
類
・
問
い
合
わ
せ

▼　
川
柳
鳴
峡
会（
橋
本
☎
６
８
６

･

９
７
２
７
）／
▼　

短
歌
講
座

（
日
下
☎
６
８
６･

１
６
３
９
）／

▼　
郷
土
史
研
究
会（
事
務
局
☎
６

８
５
・
０
２
５
５
）／
▼　
民
踊
教

室（
濱
田
☎
６
８
６･

４
３
３
９
）

／
▼　
大
正
琴
入
門（
岡
田
☎
６
８

８･

１
０
１
２
）／
▼　
詩
吟
教
室

（
中
野
☎
６
８
８･

０
５
５
８
）

／
▼　
手
編
み
教
室（
村
沢
☎
６
８

８･

１
８
７
７
）／
▼　
染
色
教
室

習いごとで文化に親しもう
「市民文化講座」 春からの新規受講生募集

 問 市役所文化交流推進課 ☎684・1214

あなたの芸術作品を展示します
平成28年度 鳴門市文化展作品募集

作品募集

５
月
14
日（
土
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で
、
キ
ョ
ー
エ
イ

鳴
門
駅
前
店
４
階
で
開
催
す
る

平
成
28
年
度
鳴
門
市
文
化
展
の

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
出
品
資
格

 

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在

学
、
在
勤
ま
た
は
市
内
に
所
在

す
る
文
化
団
体
所
属
の
方
。

◆
出
品
種
目
・
点
数
と
規
定

　
原
則
と
し
て
市
内
に
お
い
て
未

発
表
の
も
の
で
、１
人
１
点
ま
で
。

各
部
門
の
体
裁
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
日
本
画
⋮
６
号
以
上
で
額
縁

付
き
、
ま
た
は
表
装

②
洋
画・版
画・切
り
絵・水
彩
画

⋮
６
号
以
上
で
額
縁
付
き

③
絵
手
紙
⋮
は
が
き
の
大
き
さ
で

額
縁
付
き

④
写
真
⋮
４
つ
切
り
以
上
で
パ
ネ

ル
貼
り
、
ま
た
は
額
仕
立
て

⑤
書
道
⋮
表
装
、
ま
た
は
額
仕

立
て
で
簡
単
な
注
釈
文
を
添
付

（
縦
２
２
０
㌢
以
内
）

⑥
俳
画
⋮
色
紙
額
仕
立
て（
角
形
）

⑦
俳
句・短
歌・川
柳
⋮
短
冊
仕
立

て（
短
冊
掛
け
は
各
自
用
意
）

※
①
②
で
10
号
以
上
、
④
で
半

切
以
上
の
作
品
は
ガ
ラ
ス
を
付

け
ず
に
応
募
。
ま
た
、
全
作

品
つ
り
ひ
も
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み

　
３
月
18
日（
金
）ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
雅
号（
な
い
場
合
は
不

要
）・
電
話
番
号
・
作
品
の
題
名

（
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
は
除
く
）・

作
品
の
大
き
さ
を
、
市
役
所
文

化
交
流
推
進
課

で
配
布
す
る
所

定
の
出
品
申
込

書
に
記
入
し
、

左
表
の
各
申
し

込
み
先
へ
。

問 市役所文化交流推進課 ☎684・1214

農
業
や
集
落
を
め
ぐ
る
状

況
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
今
年
も
各
地
域
の
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
表

の
と
お
り
座
談

会
・
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地

な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
も
意
見
交
換

を
行
い
、
各
地
域

の
中
心
と
な
る
担

い
手
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

地域農業について話し合う
「人・農地プラン」見直しの地域座談会開催

問 市役所農林水産課 ☎684・1153

　

地
域
農
業
に
つ
い
て
話
し
合

う
座
談
会
・
説
明
会
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開催日 場所 対象地区
３月４日（金）
午後６時～

大津松茂農協
本所 大津

３月７日（月）
午後６時～

里浦農協
本所 里浦

３月９日（水）
午後６時～

徳島北農協
板東支所 板東

３月10日（木）
午後６時～

徳島北農協
本所 堀江

３月11日（金）
午後６時～

徳島北農協
撫養支所 鳴門北

※鳴門北地区は撫養町、鳴門町、瀬戸町、
　北灘町が該当します。

（
藤
澤
☎
６
８
６･

１
３
４
０
）／

▼　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座（
富
永

☎
０
９
０･

５
１
４
５･

０
４
５

４
）／
▼　

墨
絵
教
室（
村
澤
☎

６
８
６･

９
６
２
３
）／
▼　
俳
画
教

室（
大
西
☎
０
９
０･
３
７
８
５

･

８
４
７
８
）／
▼　
き
り
え
教
室

（
上
田
☎
６
８
６･

５
９
２
６
）

／
▼　

こ
ど
も
琴
・
尺
八
教
室

（
事
務
局
☎
０
９
０･

２
８
２
３･

９
５
６
４
）／
▼　

絵
画
教
室（
水

彩
色
え
ん
ぴ
つ
・
大
人
の
ぬ
り

絵
）・
子
ど
も
絵
画
教
室（
田
中
☎

０
８
０･

６
１
１
２･

０
８
８
５
）

／
▼　
俳
句（
２
団
体
あ
り
、
詳
し

く
は
市
役
所
文
化
交
流
推
進
課

ま
で
）

▼ 　日本画 … 村澤 ☎686･9623

▼ 　洋画・版画・切り絵・水彩画 …
　戸田 ☎686･2254

▼ 　絵手紙 … 山本 ☎685･2240

▼ 　写真 ……………………………
　・ナルトぴんぼけクラブ事務局
　　カメラのマエダ ☎686･3439
　・写真集団｢渦｣事務局 
　　ハシモトカメラ  ☎685･2552

▼ 　書道 … 近藤 ☎689･0250

▼ 　俳画 … 大西 ☎090･3785･8478

▼ 　俳句 … 西内 ☎686･1050

▼ 　短歌 … 日下 ☎686･1639

▼ 　川柳 … 橋本 ☎686･9727

▼ 　その他 …………………………
　市文化協会事務局 ☎684･1214

各 部 門 の
申し込み先
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市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
ま
た
は
母（
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方
）を
対
象
に
、
就
職
に
役
立

つ
資
格
の
取
得
を
促
進
す
る
た

め
、
養
成
訓
練
の
受

講
期
間
に
高
等
職
業

訓
練
促
進
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
】 

児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
、
ま

た
は
同
様
の
所
得
水
準
の
方

の
う
ち
、
資
格
取
得
の
た
め

に
養
成
機
関
で
就
業
し
、
当

該
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
方

【
対
象
資
格
】 

▼ 

介
護
福
祉
士

ひとり親家庭の方の資格取得を促進
高等職業訓練促進給付金を活用しましょう

 問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1231

不
登
校
な
ど
の
児
童
・
生
徒

の
相
談
や
生
活
指
導
・
学

習
指
導
を
行
い
、
学
校
復
帰
へ

の
支
援
を
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◦
臨
床
心
理
士
資
格
を
有
す
る
方

◦
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
教
員

免
許
を
有
す
る
方

◦
適
応
指
導
教
室
な
ど
で
勤
務

経
験
の
あ
る
方

◦
指
導
員
と
し
て
適
正
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持

つ
方（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

③
文
書
作
成
ソ
フ
ト
な
ど
の
基

本
的
な
操
作
が
で
き
る
方

子どもたちの学校復帰を支援
「うず潮教室」指導員を募集します

問 市教育委員会教育支援室 ☎686・8805

【
雇
用
期
間
】 

５
月
１
日（
日
）か

ら
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

ま
で

【
賃　
金
】 

月
額
12
万
６
千
円

【
選　
考
】 

４
月
15
日（
金
）に
面

接
審
査

※
受
け
付
け
時
に
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】 

３
月
28
日

（
月
）か
ら
４
月
８
日（
金
）ま

で
に
、
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
、
免
許
・
免
状

の
写
し
を
添
え
て
、
市
教
育

委
員
会
教
育
支
援
室
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
理
学
療
法
士

▼ 

保
育
士

▼ 

正
・
准
看
護
師

▼ 

作
業
療
法
士　
な
ど

【
支
給
対
象
期
間
】 
就
業
す
る

期
間
の
全
期
間（
上
限
あ
り
）

で
、
申
請
月
以
降
の
各
月
の

月
末
に
支
給

【
支
給
額
】 

　

 

平
成
28
年
度
新
規
申
込
者

▼ 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯　

　
⋮
月
額
10
万
円

▼ 

市
町
村
民
税
課
税
世
帯　
　

　
⋮
月
額
７
万
５
０
０
円

※
そ
の
他
詳
細
は
、
市
役
所
子

ど
も
い
き
い
き
課
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月１日から路線バス時刻表が変わります
市内を通る徳島バスの運行ダイヤ改正・廃止

ダイヤ改正

◆
鳴
門
線

　
鳴
門
線
の
各
線
が
、
４
月
１
日

（
金
）か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
・

増
便
さ
れ
ま
す
。

▼ 

岡
崎
海
岸
行
き（
５
便
）が
廃
止

　

現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
徳
島

駅
岡
崎
海
岸
線
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。徳
島
方
面
へ
行
か
れ
る
方
は
、

北
泊
線
に
乗
車
し
、
鳴
門
郵
便

局
前
で
お
乗
り
換
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

老
門
・
木
津
経
由（
４
便
）が

廃
止

　

吉
永
停
留
所
お
よ
び
第
一
小

学
校
前
停
留
所
に
停
車
す
る
４

便
が
廃
止
と
な
り
、
両
停
留
所

は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼ 

老
門
・
東
発
経
由
小
鳴
門
橋

行
き
が
１
便
増
便

　
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
に
伴
い
、
１

便
増
便
さ
れ
ま
す
。

▼ 

鳴
門
公
園
線
の
改
正
・
廃
止

①
土
・
日･

祝
日
ダ
イ
ヤ
の
鳴
門

郵
便
局
前
16
時
28
分
発
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

②
平
日
ダ
イ
ヤ
の
鳴
門
郵
便
局

前
16
時
45
分
発
が
16
時
50
分

発
へ
、
鳴
門
公
園
17
時
10
分

発
が
17
時
15
分
発
へ
、
鳴
門

公
園
18
時
10
分
発
が
18
時
15

分
発
へ
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼ 

鳴
門
立
道
線
の
改
正

　

徳
島
駅
８
時
55
分
発
が
８
時

45
分
へ
、
平
日
ダ
イ
ヤ
の
小
鳴
門

橋
18
時
35
分
発
が
18
時
40
分
発
へ

変
更
さ
れ
ま
す
。

※
新
し
い
時
刻
表
は
、
３
月
中

旬
以
降
に
市
役
所
、
徳
島
バ
ス

鳴
門
営
業
所
、
徳
バ
ス
観
光

サ
ー
ビ
ス
で
配
布

予
定
と
し
て
い
る
ほ

か
、
徳
島
バ
ス
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

廃止路線
鳴門線
徳島駅岡崎海岸線 ５便廃止

鳴門線
老門・木津経由

吉永停留所、第一小
学校前停留所に停
車する４便が廃止

鳴門公園線
鳴門郵便局前発

（土・日・祝日ダイヤ）
16時28分発

変更路線 変更前 変更後
鳴門郵便局前発

（平日ダイヤ） 16時45分発 16時50分発

鳴門公園発
（平日ダイヤ）

1₇時10分発 1₇時15分発
18時10分発 18時15分発

徳島駅発 ８時55分発 ８時45分発

小鳴門橋発
（平日ダイヤ） 18時35分発 18時40分発

問 徳島バス株式会社 ☎622・1811
または市役所戦略企画課 ☎684・1013

鳴
門
公
園
線

鳴
門
立
道
線
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現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

の
有
効
期
限
は
３
月
31
日（
木
）

ま
で
で
す
。
３
月
中
旬
か
ら
新

保
険
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

現
在
の
保
険
証
は
４
月
１
日

（
金
）以
降
に
市
役
所
保
険
課
へ

ご
返
却
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４

月
１
日
以
降
は
、
必
ず
新
し
い

保
険
証
を
医
療
機
関
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

新
保
険
証
は
３
月
上
旬
に
作

成
す
る
た
め
、
世
帯
異
動
な
ど

に
よ
り
記
載
内
容
が
実
態
と
異

な
っ
た
場
合
は
、
新
旧
保
険
証

を
持
っ
て
同
課
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

３月中旬から新保険証を送付します
平成₂₈年度 国民健康保険 被保険者証

問 市役所保険課 ☎684・1139

　４月１日（金）から、入院時食事療養費の食事療養
標準負担額および入院時生活療養費の生活療養標準
負担額が、１食につき260円から360円に変わります。
　ただし、低所得（非課税世帯）の方や指定
難病の患者などで一般所得区分に該当す
る方は、自己負担額の変更はありません。

入院時の食事代が変わります制度
改正 …

保
護
者
の
仕
事
な
ど
に
よ

り
、
ご
家
庭
で
日
曜
日

や
祝
日
に
保
育
が
で
き
な
い
場

合
に
、
保
育
所

で
子
ど
も
を
お

預
か
り
す
る「
休

日
保
育
」を
４

月
10
日（
日
）か

ら
実
施
し
ま
す
。

【
対　
象
】 

市
内
に
住
民
票
が
あ

り
、
市
内
の
保
育
所
ま
た
は

認
定
こ
ど
も
園（
保
育
所
機

能
部
分
）を
利
用
し
て
い
る

満
１
歳
以
上
の
子
ど
も

【
定　
員
】 

各
実
施
日
５
人

【
実
施
場
所
】 

市
立
林
崎
保
育
所

【
実
施
日
】 

日
曜
日
・
祝
日（
た

林崎保育所で休日保育を開始
日曜・祝日にお子さんを預かります

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1679

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始

に
伴
い
、
顔
写
真
付
き
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
者
に

発
行
し
て
い
ま
す
。
同
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
に
は
、
市
役
所
市

民
課
か
ら
お
送

り
す
る
交
付
通

知
書（
は
が
き
）

が
必
要
で
す
。

　

交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
必
要
な
持
ち
物（
通
知
カ
ー

ド
や
本
人
確
認
書
類
な
ど
）を
持

参
し
、
期
限
ま
で
に
ご
本
人
が

同
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
暗
証
番
号
の
設
定
に
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

個人番号カードを申請された方へ
受け取りには交付通知書（はがき）が必要です

問 市役所市民課 ☎684・1135

だ
し
、
12
月
31
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
を
除
く
）

【
実
施
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分

【
利
用
料
金
】 

１
日
１
５
０
０
円

（
各
自
昼
食
の
持
参
が
必
要
）

【
申
し
込
み
な
ど
】 

利
用
し
た
い

日
が
あ
る
月
の
前
月
15
日
ま

で
に
、
利
用
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
林
崎
保
育

所
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
親
子
面
接
を
行
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
同
保
育

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
役
所
子
ど
も
い

き
い
き
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
現
時
点
で
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
使
い
方

①
本
人
確
認
時
の

　
身
分
証
明
証
と
し
て

　

全
員
に
お
送
り
し
た
通
知

カ
ー
ド
は
身
分
証
明
証
と
し
て

使
え
ま
せ
ん
が
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提

示
と
本
人
の
身
分
証
明
が
１
枚

で
同
時
に
行
え
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
に

　
利
用
可
能

　

搭
載
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明

書
を
利
用
し
て
、
各
種
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Naruto
City_information

市
内
の
小
学
校
４
年

生
を
対
象
に
、
ご

み
の
分
別
や
減
量
、
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
お
う
と

「
ご
み
減
量
ス
ロ
ー
ガ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実

施
。
応
募
総
数
２
０
６

点
の
中
か
ら
優
秀
作
品

が
下
記
の
と
お
り
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
入
選
14

点
、
佳
作
13
点
、
特
別

賞
６
点
が
選
ば
れ
て
お

り
、
各
作
品
は
市
環
境

学
習
館
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

ごみ減量・リサイクル意識を持とう
ごみ減量スローガンコンクール優秀作品決定

問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

「すてるごみ　アイデア一つで　生きかえる」
 松元 寧

ね

音
ね

さん（第一小）
「かんがえて　それほんとうに　ごみですか」
 石橋 心

し お ん

温さん（撫養小）
「ごみゼロは　みんなのきもち　こうどうで」
 福井 日

ひ び き

々輝さん（板東小）

「見直そう　それはごみかな　資源かも」
 山田 千

ち ひ ろ

裕さん（林崎小）

最優秀賞

優秀賞
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市からのお知らせ
City_information

スポーツ活動に取り組める環境づくりをしませんか
「生涯スポーツ推進事業補助金」の企画提案を募集　ほか

生涯スポーツ

市民の皆さんが年齢、性別、障がいの有無などを
問わず、生涯にわたってスポーツ活動に取り組

むことができる環境をつくるための、公募提案型の「生
涯スポーツ推進事業補助金」。
　平成28年度の同補助事業の企画提案を募集していま
すので、ぜひ応募してみませんか。

【対象団体】
構成員の数が５人以上で、運営に関する会則などが
あり、適正な会計・事務処理を行う団体

【対象事業】
広く市民を対象とし、かつ、年間を通じて継続的に
スポーツ活動機会を創出する事業で、平成29年３月
31日までに完了する事業

【応募部門】
①スマイルキズナ枠

主に子ども、高齢者などが対象で、年間を通じて継
続的にスポーツの活動機会を創出する事業

②ミニチャレンジデー枠
日頃から体を動かすことを意識しても
らい、スポーツをする習慣を身に付け
るために、誰でも参加できる事業

【補助金額】
①、②ともに対象経費の４分の３以内（限度額15万
円）。ただし、平成27年度の当該補助事業実施団体で、
同一内容で事業申請する場合は、２分の１以内（限
度額15万円）。

【応募方法】
３月11日（金）までに、持参または郵送で市教育委員
会体育振興室へ応募書類を提出してください。書類
審査や事業選考で採択事業を決定します。

※詳しい内容は、募集要項をご確認ください。募集要
項および応募書類などは、同室のほか、市公式ウェ
ブサイトの新着情報からも入手できます。

※この補助事業は、平成28年度予算の成立が前提とな
るため、内容などが変更する場合があります。

問 市教育委員会体育振興室 ☎686・8804
〒772・0003 撫養町南浜字東浜31-36

　平成22年から参加しているチャレンジデー。今年も
５月25日（水）に開催します。
　当日に開催するイベントアイデアを募集します。「こ
んな種目があれば楽しいな！」、そう思えるようなア
イデアをご応募ください。応募期間は３月14日（月）ま
で。いただいたアイデアは内容を審査した上、採用内
定者のみに採否結果を連絡します。
　詳しい応募要件は市公式ウェブサ
イトの新着情報をご覧いただくか、
市教育委員会体育振興室までお問い
合わせください。

　総合型地域スポーツクラブは、地域住民が主体とな
り、子どもから高齢者まで誰もが気軽にスポーツや健
康づくりができる地域のスポーツクラブのことです。
　本市には「（一社）NICE」と「NARUTO総合型スポー
ツクラブ」の２つのクラブがあります。ヨガやファミ
リーバドミントン、ハンドボールなど特色ある多彩な
種目を定期的に開催しています。
　地域でスポーツを始めたい方は、お気軽に下記へお
問い合わせください。ホームページもあります。
問 （一社）NICE ☎080・3928・8679
　 NARUTO総合型スポーツクラブ ☎090・7140・8683

鳴門市チャレンジデー2016
イベントアイデア

発想
募集

会員
募集

総合型地域スポーツクラブで
気軽にスポーツを始めましょう

第₄₃回 鳴門クロスカントリー大会の記録発表大会
記録

　２月14日（日）、鳴門ウチノ海総合公園で第43回鳴門
クロスカントリー大会が行われました。市内外から
372人、最年少は８歳、最年長は80歳と幅広い年齢層
の方が参加し、互いの健脚を競いながら気持ちの良い
汗を流していました。
　大会の記録は、市公式ウェブサイトトップページか
ら、「学ぶ・遊ぶ」→「スポーツ施設・スポーツ振興」→「ス
ポーツ」のページ内に掲載しています。

小学生男子４年生の
スタート
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● 費用などの記載がない場合、無料です。

生
活・暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
し
ま
す 

※
無
料

　

◆
勉
強
机
◆
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
丸

　

型
３
点
セ
ッ
ト
◆
折
り
た
た
み
自

　
転
車
◆
マッ
サ
ー
ジ
チ
ェア

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
◆
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
◆
自
転
車

　
◆
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
エ
プ
ロ
ン（
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
）

問 
市
消
費
者
協
会
☎
６
８
６･

３
７
７
６

今
月
の
納
期

国
民
健
康
保
険
料（
10
期
）、

介
護
保
険
料（
10
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
８
期
）

　
３
月
31
日（
木
）ま
で
に
市
役
所
保

険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
３
月
５
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

　
　
　
市
民
相
談
室

【
内
容
】不
動
産
の
価
格
や
有
効
利
用

問 

徳
島
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

 

☎
６
２
３・７
２
４
４

農
業
委
員
会
申
請
日
の
変
更

　

４
月
か
ら
、
農
業
委
員
会
法
の
改

正
に
対
応
す
る
た
め
、
農
地
法
第
３

条
か
ら
第
５
条
ま
で（
農
地
の
貸
借

や
売
買
、
転
用
）の
許
可
申
請
な
ど

の
締
切
日
を
、
従
来
の
毎
月
15
日
か

ら
毎
月
10
日
に
変
更
し
ま
す
。

問 

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

 

☎
６
８
４・１
１
８
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
ほ
か
、
文
化
活
動
や
地
域

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
お
け
る

万
が
一
の
事
故
に
対
す
る
備
え
と
な

り
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

問 

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　
 

協
会
徳
島
県
支
部

　

 
☎
６
５
５・３
６
６
０

講
座・教
室・試
験
な
ど

環
境
学
習
館
の
教
室

　

両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
館（
☎

６
８
３・７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
使
用
。

か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
市
民
課
窓

口
を
開
庁
し
ま
す
。
た
だ
し
、
住
所

の
異
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 
市
役
所
市
民
課
☎
６
８
４･

１
１
３
５

３
月
の
市
文
化
会
館
駐
車
場

制
限
日
程

　
▼
５
日（
土
）▼
12
日（
土
）▼
13
日

　
（
日
）▼
18
日（
金
）▼
26
日（
土
）▼

　
27
日（
日
）▼
31
日（
木
）

※
市
文
化
会
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は

　
ご
駐
車
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　

12
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
ご
み
の
持
ち
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
21
日（
月･

休
）は
休
業

し
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
６
８
３･

７
５
７
０

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

　
経
験
豊
か
な
臨
床
心
理
士
が
心
の

悩
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
６
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
受
付
】☎
６
８
７･

６
６
２
３

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

問 
徳
島
県
臨
床
心
理
士
会
事
務
局

　

 

☎
６
８
７･

６
３
１
７

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談

【
日
時
】４
月
１
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】市
役
所
本
庁
１
階

【
日
時
】３
月
14
日（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】鉛
筆
、絵
筆
、水
性
絵
具
、

　
墨
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
「
は
さ
み
ケ
ー
ス
」を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】３
月
17
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
30
㌢
×
30
㌢
を
４
～

　

５
種
類
）、
裁
縫
道
具（
針
、
糸
、

　
は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

市
体
操
教
室

　
選
手
育
成
コ
ー
ス
や
楽
し
み
な
が

ら
体
力
づ
く
り
を
す
る
健
康
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】幼
児
～
高
校
生

【
練
習
場
所
】市
体
操
場

【
費
用
】年
会
費
、
月
会
費
、
ス
ポ
ー

　
ツ
安
全
保
険
加
入
費

【
問･

申
し
込
み
】３
月
15
日（
火
）ま

　
で
に
市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
室

　
や
市
民
会
館
で
配
布
の
申
込
書
に

　
保
険
料
９
０
０
円
を
添
え
て
、
火

　
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
５
時
か

　
ら
８
時
ま
で
の
間
に
市
体
操
協
会

　
（
☎
６
８
５･

４
０
４
６
）へ
。

就
職
に
繋
が
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
基
本

操
作
を
学
習
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
10
日
、
17
日

　
（
各
木
曜
日
）午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】市
共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
対
象
】15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
無
業

　
の
方　
※
学
生
不
可

【
定
員
】５
人（
先
着
順
）　
※
要
予
約

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
９
日（
水
）ま

　
で
に
と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー

　
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎
６
０
２・０

　
５
５
３
）へ
。

４月２日（土）、３日（日）に市役所窓口を開設します
　平日に来庁できない方のために休日窓口
を開設し、証明書の交付業務を行います。

【開設時間】 午前８時30分～午後０時30分
【取扱業務】　 ▼ 市民課  （☎684・1135）
　戸籍謄抄本や住民票の写し、個人番号
カードなどの交付、印鑑の登録・廃止や住
所の異動届の受け付け。
※年金窓口は対象外。

▼ 保険課  （☎684・1139）
　国民健康保険、後期高齢者
医療保険に関すること。

▼ 長寿介護課  （☎684・1071）
　介護保険に関すること。

▼ 子どもいきいき課  （☎684・1146）
　児童手当申請、子どもはぐくみ医
療費助成に関すること。

12平成28年３月号



③
65
歳
か
ら
の

　
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

【
日
時
】４
月
13
日（
水
）か
ら
の
毎
月

　
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
５
階

【
費
用
】１
回
１
０
０
円（
食
材
料
費
）

【
締
切
日
】３
月
31
日（
木
）

④
脳
の
楽が
く
し
ゅ
う習教

室

　
簡
単
な
計
算
や
音
読
を
継
続
的
に

学
習
し
て
、物
忘
れ
を
予
防
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
毎
週

　
木
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま

　
で
の
30
分
程
度

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
２
階

【
締
切
日
】３
月
24
日（
木
）

※
受
講
希
望
者
は
、
３
月
31
日︵
木
︶

　
午
前
９
時
か
ら
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る

　
と
で
実
施
す
る
事
前
説
明
会
へ
の

　
参
加
が
必
須
で
す
。

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】4
月
17
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

　
歳
以
上
の
方

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
、

　
止
血
法
、
そ
の
他
の
応
急
手
当

【
定
員
】先
着
10
人
程
度

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
31
日（
木
）ま

　
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６

　
８
４・１
４
９
４
）へ
。

募　
　
集

「
脳
の
楽
習
教
室
」

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
受
講
者
に
助
言
や
指
導
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
か
ら
の
毎
週
木
曜
日

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、鳴門市の市外局番は「088」です。

各
種
介
護
予
防
教
室

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
各
種
介
護
予
防
教
室
を
開
講

し
ま
す
。
各
締
切
日
ま
で
に
市
役
所

長
寿
介
護
課（
☎
６
８
４･
１
１
７
５
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

①
と
②
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み
の

受
講
と
な
り
、
両
方
を
受
講
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
シ
ニ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室

【
日
時
】４
月
15
日（
金
）か
ら
の
毎
週

　
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

【
場
所
】市
民
会
館
な
ど

【
締
切
日
】３
月
31
日（
木
）

②
中
国
健
康
体
操
教
室

【
日
時
】４
月
19
日（
火
）か
ら
の
毎
週

　
火
曜
日

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分

【
場
所
】市
民
会
館
な
ど

【
締
切
日
】３
月
31
日（
木
）

無料相談　 まずはお電話を

行政相談 日時  ３月11日㈮ 13：00～16：00 
　 場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：梯
問 秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  ３月18日㈮13：30～16：30
　 場所  市役所本庁１階市民相談室
問 人権推進課 ☎684・1148

成年後見制度相談 日時  ３月16日㈬ 13：30～15：30
　 場所  市役所本庁１階市民相談室（原則予約）
問 長寿介護課 ☎684・1175

成年後見・相続・遺言の相談 日時  ３月11日㈮ 
　13：00～15：00　 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440

女性相談 日時  月～金曜（祝日除く）  8：30～1₇：00
　 場所  女性子ども支援センター
問 『ぱぁとなー』 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（祝日除く） 10：00～15：00
　 場所  老人福祉センター心配ごと相談所
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  ３月９日㈬ 13：30～14：30
　 場所  市人権福祉センター１階応接室
問 鳴門公共職業安定所 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月～金曜（祝日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月～金曜（祝日除く） 8：30～1₇：00
　 場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月～金曜（祝日除く） 9：30～
　15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談
　（一社） 四国市民法務サポート代表理事の森江大
蔵氏による無料電話法務相談。 
日時  ３月７日（月）14：00～16：00
内容  くらしの法務相談全般　
電話番号 0120・992・932

年金相談 ※要予約
日時  ３月1₇日（木）10：00～15：00
場所  市役所本庁１階 第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
日時  ３月７日（月）、16日（水）、23日（水）、28日（月）
　　 13：00～1₇：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要問い合わせ）
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602･0553

認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  ３月23日（水）14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時  ３月８、22日（各火曜日）10：00～15：00
場所  市老人福祉センター内ボランティアセンター
 　基幹型地域包括支援センター ☎615･1417問

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と

【
対
象
】市
内
在
住
の
方

※
３
月
31
日︵
木
︶午
前
９
時
か
ら
ケ   

　
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
で
実
施
す
る
事

　
前
研
修
会
へ
の
参
加
が
必
須
で
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
24
日（
木
）ま

　

で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６

　
８
４･

１
１
７
５
）へ
。

市
文
化
月
間
協
賛
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
15
日（
日
）か
ら
６
月
14
日

（
火
）ま
で
の「
市
文
化
月
間
」に
、
市

内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
行
事
を
協
賛

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
募
集
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
22
日（
火
）ま

　
で
に
所
定
の
申
請
書
を
市
役
所
文

　
化
交
流
推
進
課（
☎
６
８
４・１
２

　
１
４
）へ
。

　市では、地域住民がお互いに支え合い、助け合うことのでき
る仕組みづくりを目指して、「鳴門市地域福祉計画・地域福祉活
動計画」を策定します。そこで、市民の皆さんの意見を計画に反
映させるため、意識調査を実施します。
　調査対象は、市内全域から無作為で抽出した方となります。
３月中に調査票を送付しますので、調査票が届いた方は回答
にご協力をお願いします。
問  市役所社会福祉課 ☎684・1219 

地域福祉への意識調査にご協力を
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● 費用などの記載がない場合、無料です。

募　
　
集

鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員

　
空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
、
子
育

て
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
希
望
者
は
次
の
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】３
月
16
日（
水
）午
後
１
時
か

　
ら
３
時
ま
で
の
30
分
程
度

【
場
所
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４

　
階「
に
こ
に
こ
広
場
」前

問 

鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

　

 

セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
３･

０
７
８
８

生
き
物
い
っ
ぱ
い

周
遊
コ
ー
ス
づ
く
り

　
絶
滅
危
惧
種
の
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
発
見
さ
れ
た
池
周
辺
や
遊

歩
道
の
整
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】３
月
26
日（
土
）午
前
９
時
～

　
正
午（
集
合
：
午
前
８
時
50
分
）

【
集
合
場
所
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
駐
車
場

【
定
員
】小
学
生
と
そ
の
保
護
者
20
組

　
程
度（
保
護
者
同
伴
必
須
）

※
ス
コ
ッ
プ
や
の
こ
ぎ
り
な
ど
の
工

　
具
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
18
日（
金
）ま

　
で
に
市
環
境
政
策
課（
☎
６
８
３･

　
７
５
７
１
）へ
。

就
職
者
激
励
大
会
参
加
事
業
者

　
今
年
度
か
ら
新
し
く
市
内
事
業
所

に
就
職
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
激
励

大
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

事
業
主
の
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】４
月
７
日（
木
）午
前
10
時
～

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
２
階

　
　
　
第
１
会
議
室

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
18
日（
金
）ま

　
で
に
鳴
門
商
工
会
議
所（
☎
６
８

　
５・３
７
４
８
）、
大
麻
町
商
工
会

　
（
☎
６
８
９･

０
２
０
４
）へ
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

健
康
な
高
齢
者
に
、
臨
時
的
・
短
期

的
な
就
業
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
入
会
希
望
者
は
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
説
明
会
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
日
時
】３
月
11
日（
金
）午
前
10
時
～

【
場
所
】市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

【
入
会
条
件
】市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
欲
の
あ
る
方
。

問 （
公･

社
）鳴
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

 

セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
６・３
７
３
２

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

【
日
時
】３
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委

　

  

員
会 

☎
６
８
４･

１
１
５
２

新
池
川
の
芝
桜
植
樹
活
動

　
新
池
川
の
広
場
に
植
樹
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
６
日（
日
）午
前
９
時
～

【
集
合
場
所
】鳴
門
警
察
署
前
広
場

※
焼
き
芋
の
お
接
待
が
あ
り
ま
す
。

問 
新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会  

乾

　

 

☎
０
９
０･

３
１
８
１･

１
４
０
２

県
指
定
史
跡

「
大
代
古
墳
」一
般
公
開

　
四
国
横
断
自
動
車
道
の
大
代
古
墳

ト
ン
ネ
ル
上
に
あ
る
古
墳
を
一
般
公

開
し
ま
す
。
大
津
西
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】３
月
13
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】大
代
古
墳（
大
津
町
大
代
）

【
展
示
遺
物
】同
古
墳
の
ジ
オ
ラ
マ
や

　
出
土
遺
物
、
石
棺
レ
プ
リ
カ

問
大
代
古
墳
等
歴
史
的
文
化
遺
産

　

 

保
存
会 

☎
６
８
６･

５
５
６
９

鳴
門
市
民
劇
場「 Be M

y Baby
～
い
と
し
の
ベ
イ
ビ
ー
～
」

　
60
年
代
の
ポ
ッ
プ
ス
に
乗
せ
て
お

贈
り
す
る
、
い
っ
ぱ
い
笑
え
て
キ
ュ

ン
と
す
る
最
高
に
ハ
ッ
ピ
ー
な
コ
メ

デ
ィ
ー
で
す
。

【
日
時
】３
月
18
日（
金
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

　
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公
演
】加
藤
健
一
事
務
所

問  
市
民
劇
場
☎
６
８
４･

１
７
７
７

　平成28年度の前期講座は、耐震工事の関係により４月
から６月までの３カ月間の開講となります。

【対象】 市内在住、在勤のおおむね35歳までの勤労青少年
【受講料】 無料。ただし、利用者協議会費1,000円と教材費

などが必要です。
【申し込み】 ４月１日（金）までの火曜日から金曜日（午後１時～

８時）に同ホーム（☎685・5179）へご来館ください。

ク
ラ
ブ

クラブ名 定員 曜日 会費 場所 時間
エ ア ロ
ビ ク ス 20 火 3カ月 3,000円 勤 労 青 少

年 ホ ー ム 19:30～20:30

バ ド ミ
ン ト ン 20 火 3カ月 1,500円 勤労者体育

セ ン タ ー 19:30～21:30

バ レ ー
ボ ー ル 20 土 3カ月 1,500円 勤労者体育

セ ン タ ー 19:00～21:30

陶 芸 15 木 3カ月　500円 勤 労 青 少
年 ホ ー ム 18:30～21:00

硬式テニス 25 土 3カ月 10,000円
1回 1,000円

蛭子山テニ
ス倶楽部 19:00～21:30

吹 奏 楽
（ B M S ）40 土 3カ月 3,000円 勤 労 青 少

年 ホ ー ム 18:00～21:00

ゴ ル フ 15 木   3カ月 500円 +
   1回 1,200円

マ ッ ケ イ
ゴルフ倶楽部 19:30～21:30

講
座

講座名 定員 曜日 教材費など 時間

生　花 20 火 3カ月 500円 +
   1回    864円 18:30～20:30

書道・硬筆 10 火 3カ月 500円 18:30～20:30
茶　道 10 水 3カ月 2,000円 18:30～20:30
料　理 20 木（月2回） 3カ月 3,600円 18:30～20:30
ヨーガ 30 水（月3回） 無　料 19:00～20:30

短
期
講
座

講座名 定員 期間 教材費など 時間
ハワイアン

フラ 20 ４/22～６/24
（金・全８回） 無　料 19:00～20:30

英 会 話 20 ５/11～６/29
（水・全８回） 無　料 19:00～20:30

大 谷 焼 15 ５/12～６/30
（木・全８回）

土代2kg 500円
焼成代200g 300円 18:30～21:00

浴 衣 着 付 10 ６/３～６/24
（金・全４回） 無　料 19:00～20:30

エ ク サ
サ イ ズ 10 ４/12～５/31

（火・全７回） 2,000円 19:30～20:45

鳴門市勤労青少年ホーム
前期講座
クラブ生 募集

14平成28年３月号



ヘ
ラ
ク
レ
ス 

ア
ワ･

ヒ
ー
ロ
ー 

～
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ヒ
ー
ロ
ー

が
徳
島
に
～

　

県
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）が
中
学
生
レ
ベ
ル
の
英
語
で
本

格
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露
。

【
日
時
】３
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
後
３
時
～
５
時

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学
講
堂

問 

県
国
際
交
流
協
会

　

 

☎
６
５
６・３
３
０
３

第
16
回
藤
岡
明
美
さ
ん
と

卓
球
を
楽
し
む
大
会

【
日
時
】３
月
21
日（
月･

休
）

　
　
　
午
前
９
時
～

【
場
所
】大
麻
中
学
校
体
育
館

【
準
備
物
】ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
服
、
体

　
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
な
ど

【
費
用
】１
チ
ー
ム
３
０
０
円

【
問･

申
し
込
み
】３
月
11
日（
金
）ま

　
で
に
榎
並（
☎
６
２
５･

３
１
２

　
８
）へ
。

第
15
回
記
念 

阿
波
え
ら
い
や
っ

ち
ゃ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

【
日
時
】４
月
16
日（
土
）、
17
日（
日
）

【
集
合
場
所
】市
民
会
館

【
出
発
時
間
】各
コ
ー
ス
で
異
な
り
ま

　
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】一
般
１
７
０
０
円
、
中
高

　
生
千
円
、
小
学
生
以
下
無
料

※
１
日
の
み
の
参
加
で
も
同
額
。
小

　
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
須
。

【
申
し
込
み
】３
月
31
日（
木
）ま
で
に

　
市
役
所
本
庁
１
階
案
内
や
う
ず
し

　

お
会
館
１
階
で
配
布
す
る
申
込 

　

用
紙
で
郵
便
振
込
も
し
く
は「
ス 

　
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
」の
イ
ン
タ
ー
ネ 

　
ッ
ト
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
を
。

問 

阿
波
え
ら
い
や
っ
ち
ゃ
ツ
ー
デ
ー

　

 

ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会

　

 

☎
６
５
６・３
６
３
６

桂
文
枝
独
演
会

【
日
時
】３
月
27
日（
日
）午
後
２
時
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
チ
ケ
ッ
ト
】一
般
３
千
円
、
高
校
生

　
以
下
２
千
円（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問 

同
館 
☎
６
８
５・７
０
８
８

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】３
月
５
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】賀
川
豊
彦
記
念
館

【
対
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学
年

【
参
加
費
】２
０
０
円（
年
会
費
）

問 

同
館 

☎
６
８
９・５
０
５
０

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

エ
デ
ィ
ウ
ィ
ン
鳴
門
休
館
日

　
３
月
23
日（
水
）～
４
月
１
日（
金
）

問 

市
企
業
局
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
課

　

 

☎
６
８
５・８
１
１
１

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し 

※
入
場
無
料

鳴
門
書
道
協
会
作
品
展

【
日
時
】３
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　

☎
６
８
５・３
５
４
３

古
布
を
楽
し
む
春
の
作
品
展

【
日
時
】３
月
10
日（
木
）～
13
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

笠
井

　

 

☎
０
９
０･

５
１
４
０･

０
２
２
２

ナ
ル
ト
ぴ
ん
ぼ
け
ク
ラ
ブ
写
真
展

　
ク
ラ
ブ
会
員
の
写
真
作
品
と
成
人

式
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

成
人
式
の
写
真
は
、
最
終
日
に
ご
本

人
に
差
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】３
月
18
日（
金
）～
21
日（
月･

　
　
　
休
）午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

カ
メ
ラ
の
マ
エ
ダ

　
 

☎
６
８
６・３
４
３
９

ウ
ロ
四
宮
新
作
展

【
日
時
】３
月
23
日（
水
）～
29
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

問 

四
宮 
☎
６
７
７・８
７
５
６

簡
単
に
覚
え
て
、
自
信
を
持
っ

て
歌
え
る
ド
イ
ツ
語
の「
第
九
」

【
日
時
】毎
週
火
曜
日　

　
　
　
正
午
～
午
後
１
時
30
分

問 

森
本

　

 

☎
０
９
０・２
８
２
８･

６
３
３
８

脳
ト
レ
と
若
さ
を
保
つ
童
謡

【
日
時
】毎
週
火
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

問 

冨
士

　

 

☎
０
９
０･

１
５
７
６･

２
６
７
４

子
ど
も
の
た
め
の
お
う
た
教
室

【
日
時
】毎
週
火
曜
日

　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
６
時

問 

冨
士

　

 

☎
０
９
０･

１
５
７
６･

２
６
７
４

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

国
際
ゾ
ン
タ　
ロ
ー
ズ
デ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会

【
日
時
】３
月
５
日（
土
）開
場
：
午
後

　
１
時　
開
演
：
午
後
１
時
30
分

【
演
題
】『
社
会
活
動
で
明
日
を
拓
く
』

　
―
国
籍
を
越
え
て
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

　
女
性
と
連
帯
し
て
―

【
講
師
】河
野 

南
代
子 

氏

【
参
加
費
】５
０
０
円

問 

鳴
門
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ

　

 

☎
６
８
５・８
４
３
２

古
文
書
講
座

【
日
時
】３
月
19
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

３
月
の
休
館
日

　
▼
１
日（
火
）

　
▼
４
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

　
▼
８
日（
火
）▼
15
日（
火
）

　
▼
22
日（
火
）▼
29
日（
火
）

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、鳴門市の市外局番は「088」です。

情報ガイド INFORMATION  GUIDE

テレビ広報なると 番組ガイド

▼３月１日～  ユネスコ記憶遺産への登録

▼３月16日～  鳴門市スポーツ少年団
 鳴門ビデオボランティア制作番組

▼３月１日～  梅の里 阿川／板東 公

▼３月16日～  神山町江田集落 菜の花段々畑／伊丹 迅
   放送チャンネル・時間

 テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
 行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

まちづくり活動応援補助金事業

　金光山の山頂まで往復約２～３時間の行程です。
【日時】 ３月20日（日）午前９時集合
【集合･出発場所】 渦潮ふれあい館（南浜）
※雨天時は同館でインストラクター
　による講習会を実施します。
問 新池川をきれいにする会 乾 ☎090・3181・1402

ノルディック･ウオーク体験会
～金光山（黒崎）ハイキングコースに挑戦！～

15 平成28年３月号



乳幼児健診

【場　所】 老人福祉センター3階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ３月11日㈮
　対 平成24年９月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ３月1₇日㈭
　対 平成26年９月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ３月10日㈭
　対 平成2₇年５月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ３月10日㈭
　対 平成2₇年10月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ３月18日㈮
    対 平成2₇年11月、平成28年１月生まれ 
    受 12：40～13：00

休日当番医

　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。当番医は予告なく変更され
ることがあります。お問い合わせはテ
レホンガイド（☎685・3322）へ。

【平日・土曜】 午後６時～11時
【日曜・祝日】 午前９時～午後11時
※午後11時からは、かかりつけ医などを
　ご利用ください。
３月６日（日） 岩朝病院（立岩）
 ［内・外・透］ ☎685・8855

1₃日（日） 南海病院（土佐泊浦）
 ［心・精・内］ ☎687・0311

₂0日（日） 小川病院（斎田）
 ［内・糖・消］ ☎686・2322

₂1日（月・休） 勝良医院（斎田）
 ［内・消・呼］ ☎686・1216
　　₂₇日（日） 原田内科（矢倉）
 ［内・消・糖］ ☎685・3351

Health Info
３月の健康・育児相談日程
市役所内外で各種相談を実施します

健 康
相 談

日　程 時　間 場　所

 ３月２日（水） 午前10時～
11時30分

キョーエイ鳴門駅前店
４階Ａ教室

　　 ３日（木）
午前９時～

正午
市役所本庁１階 市民相談室

※健康相談のみ　　 ９日（水）
　　14日（月）

　　15日（火） 午前10時～
11時30分

キョーエイ鳴門駅前店
４階Ａ教室

　　25日（金）

午前９時～
正午

市役所本庁１階 市民相談室
※健康相談のみ

午前10時～
11時30分

板東南ふれあいセンター
（旧川崎幼稚園）

体のチェックをしましょう
特定健診・特定保健指導をご利用ください

制 度
案 内

　特定健診・特定保健指導は、 40～₇4歳の医療保険加
入者（被扶養者を含む）を対象に糖尿病など生活習慣病
の予防・改善を目的とした制度です。健診の結果から
対象となる方には、市役所健康づくり室からオレンジ
色の「特定保健指導利用券」を送付しています。
　特定保健指導を受けると、健診結果を詳しく知ることができま
すので、オレンジ色の利用券を持っている方でまだ受けていない
方は、ぜひこの機会に利用しましょう。
　有効期限は３月31日（木）までです。お早めにお申し込みください。

資格を生かして働いてみませんか
平成₂₈年度臨時職員（助産師・臨床心理士）募集

臨 時
職 員

　 助産師（１人程度）  
【雇用期間】 ４月１日（金）から６カ月間（更新の場合あり）
【応募資格】 助産師免許を持つ方
【勤務日時】 月曜日から金曜日までの午前８時

30分から午後５時15分まで
【賃　金】 日額8,450円　

　 臨床心理士（１人程度）  
【雇用期間】 ４月１日（金）から６カ月間（更新の場合あり）
【応募資格】 臨床心理士資格を持つ方
【勤務日時】 週２日勤務で、午前８時30分から午後５時15分まで
【賃　金】 日額8,450円　

　 問・申し込み   
　３月15日（火）までに、市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入
し、各免許・資格の写しを添え、市役所健康政策課（☎684・1446）
へ。※郵送の場合は必着。面接日時は３月1₇日（木）午前10時から。

16平成28年３月号



17 平成28年３月号 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

（母子保健）☎684・1049    （成人保健）☎684・1137   （予防接種）☎684・1206   （栄養指導）☎684・1232
〒772・8501  撫養町南浜字東浜170番地   FAX 684・1336   mail kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

すこやかライフ
　　 お問い合わせ　　市役所健康づくり室

健康な生活を送りましょう

定期の予防接種を受け忘れていませんか？
接種期間は対象年齢の誕生日前日までです、余裕を持って接種を

予防
接種

　糖尿病は、血糖値の高い状態が続くことで脳卒
中、心筋梗塞といった病気や、網膜症、神経障害、
腎障害といった合併症を引き起こす病気です。
　しかし、糖尿病は食生活や運動習慣を見直すこ
とで、予防・改善することができます。保健師・
栄養士による個別相談を実施しますので、この機
会に糖尿病について正しく理解しましょう。

【日　時】 ３月３日（木）、９日（水）、14日（月）、25日（金）
　　　　 午前９時～午後５時
※相談時間は1人につき１時間程度。健診や血液検
査の結果をお持ちの方はご持参ください。

【場　所】 市役所本庁１階 市民相談室
【申し込み】 相談希望日の３日前（３日開催分は前
日）までに電話・ファクス・Ｅメー
ルのいずれかで住所・氏名・電話
番号を同室までご連絡ください。

　定期の予防接種では、感染症から身体を守るため
に、接種の対象年齢・回数・間隔などが定められて
います。

　３月１日（火）から７日（月）までは「子ども予防接
種週間」となっていますので、接種がお済みでない
場合は早めに接種しましょう。

定期予防接種 対象年齢 定期予防接種 対象年齢
ＢＣＧ １歳未満

日本脳炎

１期：満３歳～７歳６か月未満
２期：満９歳～13歳未満
【特例対象者】 平成７年４月２日～19年４月
１日生まれの方は、20歳未満まで不足分の
回数について接種できます。

ヒブ感染症
生後２か月～５歳未満

小児肺炎球菌感染症
四種混合

生後３か月～７歳６か月
不活化ポリオ・三種混合

二種混合 満11歳～満13歳未満

高齢者の肺炎球菌
※１

昭和25年４月２日～26年４月１日生まれ
昭和20年４月２日～21年４月１日生まれ
昭和15年４月２日～16年４月１日生まれ
昭和10年４月２日～11年４月１日生まれ
昭和５年４月２日～６年４月１日生まれ
大正14年４月２日～15年４月１日生まれ
大正９年４月２日～10年４月１日生まれ
大正４年４月２日～５年４月１日生まれ

麻しん風しん混合
１期：満１歳～２歳未満
２期：平成21年４月２日～
　22年４月１日生まれ ※１

水痘 満１歳～３歳未満
子宮頸がん予防
※１ ※２

中学１年生～高校１年生
相当の女子  

※１　接種期間は３月31日（木）まで。　※２　現在、積極的な勧奨は差し控えています。

▼  本市に住民登録をしていない方や対象年齢を過ぎての接種、規定回数を超えての接種は全額
自己負担となります。

▼  接種の回数と間隔については、市役所健康づくり室までお問い合わせください。

▼  予診票は、接種開始時期に各家庭に郵送しています。予診票が手元にない場合は、必ず母子
　健康手帳を持って同室までお越しください。

▼  保護者以外の方が予防接種に同伴する場合は、委任状が必要です。委任状は予診票と一緒に
送付しているほか、同室で配布、または市公式ウェブサイトからダウンロードも可能です。

注
意
事
項

糖尿病を正しく知ろう
糖尿病
相　談



 旧鳥居記念博物館

リニューアルオープン！
　旧鳥居記念博物館は、徳島県が生んだ人類学・考
古学・民族学の先駆者で、本市の名誉市民でもある
鳥居龍蔵博士の業績を顕彰するため、昭和40年に妙
見山山頂に県立博物館として建設されました。
　しかし、建物の老朽化などから、平成22年３月31
日をもって閉館され（資料は文化の森総合公園内に
新設された県立鳥居龍蔵記念博物館に移転）、平成
24年４月１日に同館は鳴門市へ移管されました。
　その後、平成26年８月から耐震改修工事が始まり、

本年２月に工事が完了しました。改修後の施設活用
については、市民の皆さんからいただいた意見を参
考に、主に展望施設や市民向けギャラリー、防災施
設などに活用することとしました。
　こうして、多くの皆さんのご協力やご支援により、
同館は３月18日（金）にリニューアルオープンを迎え
ます。これを記念して、下記の企画展を開催します。

問 市役所戦略企画課　☎088・684・1622

３月18日（金）

リニューアルオープン企画展
【日　時】 ３月18日（金）から４月３日（日）ま
での午前９時から午後４時
※３月18日（金）は午前９時からのオープニ
ングセレモニー後の入館となります。

【内　容】 鳥居龍蔵博士のパネル展、「鳴門の
風景」と「花」をテーマにした写真展、生花
などの展示
※入館無料。市内一円が見渡せる４階展望
　施設の見学などもできます。

板東俘
ふ り ょ

虜収容所関係史料を
　ユネスコ記憶遺産に

　世界遺産、無形文化遺産と並ぶ、ユネスコ（国連
教育科学文化機関）の三大遺産事業のひとつ。世界
中の貴重な記録物を登録・保護し、その存在や重要
性を知ってもらうことを目的としています。現在、
『ベートーヴェン「第九」交響曲の直筆譜』や『アンネ・
フランクの日記』など計348件が登録されています。

ユネスコ記憶遺産とは？

板東俘虜収容所の史料とは？
登録されたらどうなるの？

　第一次世界大戦期、板東俘虜収容所には約1,000人
のドイツ兵捕虜が収容されていました。捕虜とはい
え、自由で自主的な活動が許されていた彼らは、さ
まざまな活動の記録を今に残しています。
　収容所新聞や詩集、エッセーといった発刊物から
多色刷りで美しい絵がデザインされたパンフレット
やポスター、絵はがきといった美術作品まで、その
活動は実に多種多様。また、当時の写真も数多く残

　日本とドイツの国際交流、友好親善が一層深まる
ものと考えられます。また、ユネスコという国際機
関が承認することで、世界的な注目度や認知度が高
まり、文化的価値だけでなく、観光や経済の面にお
いても本市への波及効果が期待できます。

されており、彼らの生活の様子や地域住民との交流
の様子もうかがい知ることができます。
　こうした史料は、戦争中の敵国でありながら、友
好的な国際交流が存在した証と言えます。そして、
それはユネスコの理念である「国際平和」を実現して
おり、非常に価値が高いものだと考えています。

問 市役所「第九」
ブランド化推進室
☎088・684・1538

板東
　ユネ　ユネ

　この素晴らしい史実を国内外に
発信していきたいと考えていますの
で、 皆さんのご協力をお願いします。
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鳴門わかめの成長を学ぶ
里浦小学校の児童が刈り取り体験

２月８日

　青い空が一面に広がった２月８日、里浦小学校の５年生25人
が、里浦漁協で鳴門わかめの刈り取りを体験しました。昨年12月
に自分たちの手で種付けしたわかめは２㍍近くまで成長しており、
「大きく育って良かった」と喜びながら１株ずつ豪快に刈り取って
いました。刈り取ったわかめは同漁協女性部により、その場で味
噌汁としゃぶしゃぶに調理され、みんなで味わいました。刈りた
てのわかめの味は格別。「新鮮でおいしい！」と児童たちからは大き
な笑顔があふれていました。大きく成長した鳴門わかめを刈り取る児童たち

　2018年のベートーベン「第九交響曲」アジア初演100周年に向け
て２月16日、撫養・林崎・黒崎小学校が本年度に取り組んだ「な
ると第九」の学習活動をうずしお会館で発表しました。
　発表は３校を代表して林崎小学校が実施。学習の取り組み状
況を同校教諭が報告した後、同校５年生60人が、第九が演奏さ
れるまでの過程を描いた「第九初演物語」を歌や演奏、語りで披
露しました。最後には、「歓喜の歌」をドイツ語で元気いっぱいに
歌い、会場内からは大きな拍手が送られました。

「第九初演物語」を歌に乗せて
「なると第九」学習活動発表会

２月16日

元気いっぱいの声で「第九初演物語」を歌っていました

　県道大谷櫛木線沿いの山中で１月31日、地域住民や市不法
投棄監視パトロール連絡協議会会員、市内事業所などから約
150人が参加し、不法投棄物のボランティア清掃を行いました。
　参加者らは、小さな空き缶からマットレスや自転車といった大
きなものまで、約8.1㌧ものごみを回収。また、県が不法投棄を
未然に防止し、抑止効果の向上を図ろうと監視カメラを設置しま
した。同協議会は、美しい自然環境を未来へ継承するために、
今後も引き続き活動を行います。

美しい鳴門の自然環境を取り戻す
不法投棄物撤去のボランティア活動

１月31日

写真大：急斜面で不法投棄物の撤去に励む参加者ら
写真小：設置された監視カメラ

　２月15日、NPO法人「ふくろうの森」から「図
書館へ本を贈るためのチャリティーバザー」の収
益金で、児童書など93冊が市立図書館へ贈ら
れました。また、バリアフリー活動で作成した
視覚障がいのある子どものための「さわる絵
本」も、併せて贈られ
ました。同法人は図書
館サービスの充実のた
め、さまざまな支援を
行っています。

図書館へ児童書など寄贈寄付・寄贈

　地域少子化対策強化事業の講演会「絵本でこ
どもたちにつたえたいこと」が２月20日、うずし
お会館で開催されました。講師は、絵本作家
の長谷川義史さん（大阪府）。長谷川さんは軽快
なトークで親子連れら約250人の心をつかむと、
自身の作品の読み聞か
せや絵を描きながらの
幼少時代の思い出話を
通じて、命をつなぐ大
切さを訴えていました。

絵本で命の大切さ訴える講演
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あなたもできる！ 世界が広がる !

●ニーズに合った各コースが選べます。
●自分のペースで学べます。
●個別説明会随時開催中。
●経験豊富なインストラクター
   がサポートします。

●月会費…1,080円 ●延長チケット…1,836円/2,376円
●授業料…1時間辺り1,836円/2,376円
●テキスト代…学習内容により異なります。

0今こそ から始めるパソコン

創業181年

学園に清楚を届けて61年

山高学生服
鳴門市撫養町斎田字北浜36（鳴門駅西）☎685-7007

徳島労働局長登録教習機関徳島県公安委員会指定

教育訓練給付金制度のご案内

「厚生労働大臣指定講座」の
教習でプロの免許を取得すると

卒業後
ハローワークから

講習
料金

鳴門市大津町矢倉字
四ノ越52番地

TEL.088-685-3242株式
会社鳴門自動車教習所

学校規則を守った制服を販売しています。

ご安心してお買い求め下さい。

習でプロの免許を取得すると

20%が給付されます。
（上限10万円まで）

●各技能講習は、お持ちの資格、経験、免許等により受講対象とならない場合があります。●初めてご利用の方な
ら雇用保険の被保険者期間が通算１年以上で可。２回目以降は利用後、満３年以上の期間が必要です。

卒業の巣立ちの
思い出学生服      
卒業の巣立ちの
思い出学生服      

徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂205-29
TEL.088-687-1234 FAX.088-687-1078
ホームページ.http://www.kyujinkai-mc.or.jp/

医療法人 久仁会 鳴門山上病院

ゾンタクラブ 慰問のお知らせ
鳴門山上病院
1階多目的ホール

歌や踊り、四国大学の学生によるジャグリング
など楽しいイベントがいっぱいです！
皆様のご来場をお待ちしております。

ところとき 3/25（金）
13：30～14：30
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「プロ棋士を目指したい」
ポーカーフェイスの勝負師
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が
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い
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す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.06

徳島囲碁界の若手のホープ
　　　金 澤  拓 海 さん ［ 立 岩 ］
かなざわ・たくみ。徳島新聞カルチャーセンター
囲碁講師。1997年阿南市新野町生まれ、撫養町
立岩在住の19歳。林崎小、鳴門二中、中央高中退。
祖父の薫陶を受けて徳島囲碁界で頭角を現す。

県アマ天元戦３連覇

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

2016年（
平
成
28年

）３
月
１
日
発
行
　
通
巻
779号

編
集・発

行
　
鳴
門
市
秘
書
広
報
課

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
170　

☎
 088-684-1118

▼有料広告


	779[01-04]
	779[05-16]
	779[17-20]

